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し
、
明
治
大
学
技
術
士
会
に
参

加
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
、
親
し
く
ご

指
南
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す

編
集
後
記

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
る
と

い
う
の
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
未

だ
収
束
せ
ず
、
ワ
ク
チ
ン
摂
取

が
唯
一
の
頼
み
の
綱
と
い
う
状

況
で
、
広
報
委
員
会
と
し
て
集

ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
、
新

入
会
員
の
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
の
広
報
は
従
前
の
よ
う
に
、

委
員
会
と
し
て
企
画
会
議
を
開

い
て
発
行
で
き
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

年
会
費
二
千
円
未
納
の
方
は
、

お
早
め
に
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
新
た
な
形
で

コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
新
た
な
形
で

役員会で冒頭の挨拶をする岩堀会長

令
和
三
年
七
月
二
十
四
日
、
川
越
高
校
図
書
館
二
階
会
議
室
に
お
い
て
、
役
員

幹
事
会
が
開
催
さ
れ
総
会
へ
む
け
て
の
各
議
案
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
在
京
初
雁
会
、
西
信
之
会
長
（
高
十
七
）
の
急
逝
（
二
月
四
日
）
の
報

を
受
け
、
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

岩
堀
会
長
の
挨
拶

昨
年
度
は
秋
の
散
策
会
の
み
実
行
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
会
を

開
く
こ
と
が
ま
ま
な
ら
ず
、
実
際
に
顔
を
つ

き
あ
わ
せ
て
、
話
し
合
う
機
会
が
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
人
と
人
の
交
流
の
場
を
設

け
、
肌
で
触
れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
元
に
戻
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

同
窓
と
い
う
よ
し
み
が
あ
る
こ
と
で
、
年

代
を
越
え
て
親
し
く
な
れ
る
こ
の
会
を
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

総
会

令
和
三
年
九
月
十
八
日

（
土
）
川
越
高
校
図
書
館
二
階

セ
ミ
ナ
ー
室
で
記
念
講
演
、
懇

親
会
な
し
で
開
催
予
定
で
す
。

講
演
会

令
和
四
年
三
月
十
九
日

（
土
）
講
師　

未
定

散
策
会

令
和
三
年
十
月
九
日
（
土
）

忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

て
両
国
周
辺

ゴ
ル
フ
同
好
会

ゴ
ル
フ
部
会
は
秋
の
コ
ン
ペ

を
十
月
十
四
日
（
木
）
川
越
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
集
合
七

時
三
〇
分
集
合
で
行
い
ま
す
。

読
書
会

藤
沢
周
平
の
著
述
を
音
読
す

る
会
と
、
近
現
代
史
「
渋
沢
栄

会議を進行する加島事務局長

一
と
勝
海
舟
」
の
読
書
会
を

二
ヶ
月
に
一
度
ず
つ
開
催
し
て

い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

川
越
初
雁
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
毎
月
内
容
を
更
新
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
閲

覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

太線で囲った部分が討ち入り当時の吉良邸

赤
穂
浪
士
が
元
禄
時
代
に
討

ち
入
り
し
た
当
時
の
吉
良
上
野

介
の
屋
敷
は
、
八
千
四
百
平
米
、

大
き
す
ぎ
て
実
感
が
わ
か
な
い

の
で
例
え
る
と
、
川
越
高
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
す
っ
ぽ
り
入
る

程
の
大
き
さ
で
す
。

吉
良
上
野
介
が
隠
居
の
身
と

な
っ
た
時
に
、
幕
府
は
吉
良
家

に
本
所
松
坂
町
に
屋
敷
替
え
を

命
じ
ま
し
た
。
当
時
の
本
所
は

中
央
か
ら
離
れ
た
位
置
だ
っ
た

の
で
、
吉
良
上
野
介
は
、
も
は

や
幕
府
の
護
衛
の
援
助
は
期
待

で
き
な
い
と
み
て
、
独
自
に
警

備
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
広

大
な
敷
地
の
中
で
、
浪
士
は
良

く
上
野
介
を
見
つ
け
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。

現
在
は
「
本
所
松
坂
町
公

園
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
九

年
地
元
町
会
の
有
志
が
遺
跡
を

後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
旧
邸
跡
の

一
画
を
購
入
し
史
跡
公
園
と
し
て
、 

東
京
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。

秋
の
散
策
会
目
的
地
の
一
つ
、
吉
良
邸
紹
介

昭
和
四
五
年
に
紡
績
会
社
に

就
職
し
一
年
間
本
社
工
場
の
あ

る
福
島
で
勤
務
し
、
そ
の
後
東

京
本
部
に
転
勤
し
平
成
二
〇
年

六
月
ま
で
毎
日
朝
七
時
三
〇
分

前
後
の
川
越
発
の
東
上
線
の
満

員
電
車
の
吊
革
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
都
内
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
せ
い
か
今
で
も
電
車

は
座
ら
ず
立
っ
て
い
る
ほ
う
が

好
き
で
す
。

退
職
後
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に

定
休
日
以
外
毎
日
通
い
、
友
人

と
の
月
一
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

年
数
回
の
ゴ
ル
フ
で
時
間
を
つ

ぶ
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ
り
こ
れ

ら
の
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
今

は
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く

な
り
、
家
庭
で
の
飲
酒
も
増
え
、

体
重
増
加
に
伴
い
健
康
診
断
の 

数
値
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

収
ま
り
、
早
く
元
の
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
毎
日
で

す
。こ

れ
ま
で
同
窓
会
と
は
距
離

を
置
い
て
い
ま
し
た
が
昨
年
同

期
の
増
村
君
か
ら
読
書
サ
ロ
ン

に
誘
わ
れ
た
の
を
機
に
入
会
い

た
し
ま
し
た
。

か
つ
て
あ
る
先
輩
か
ら
、
福

沢
諭
吉
の
娘
婿
は
川
越
出
身

な
の
に
川
越
の
人
は
ほ
と
ん
ど

の
人
が
知
ら
な
い
と
い
う
話
に
、

川
越
に
住
ん
で
い
な
が
ら
情
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
少

し
ず
つ
本
を
読
ん
で
い
た
と
こ

ろ
で
し
た
。

サ
ロ
ン
は
日
本
の
現
代
史
で

す
が
毎
回
新
た
に
本
を
読
む
楽

し
み
を
覚
え
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
折
し
も
コ
ロ
ナ
で
外
出
も

ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
か （高二十）

鳥海　修一

ら
丁
度
良
い
具
合
で
し
た
。

今
、
趣
味
と
し
て
そ
ば
打
ち

を
習
っ
て
い
ま
す
。
そ
ば
打
ち

を
通
し
て
多
く
の
人
達
と
知
り

合
い
、
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
・
Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
一
筋
（
？
）
の
会
社
生

活
を
終
え
て
昨
年
フ
リ
ー
の
身

と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
を
離
れ

た
い
ま
、
自
分
が
如
何
に
会
社

を
中
心
と
し
た
狭
い
範
囲
で
し

か
生
活
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。幸

い
に
し
て
ゴ
ル
フ
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
二
十
三

回
卒
の
同
期
生
た
ち
と
は
今
で

も
お
付
き
合
い
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
お
付
き
合
い
の
度
に

「
川
越
高
校
に
学
べ
て
本
当
に

良
か
っ
た
」
と
感
じ
ま
す
。

入
会
を
機
に
同
期
だ
け
で
な （高二十三）

矢部　正信

く
川
越
地
区
の
卒
業
生
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

国
鉄
民
営
化
と
同
じ
昭
和

六
十
二
年
四
月
に
入
学
、
在
学

中
に
元
号
が
変
わ
り
平
成
元
年

度
卒
業
の
高
四
十
二
回
・
佐
藤

剛
と
申
し
ま
す
。
明
治
大
学
政

治
経
済
学
部
に
進
学
し
、
そ
の

後
は
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

就
職
し
ま
し
た
。

次
な
る
改
元
の
折
、
平
成

三
十
一
年
度
の
技
術
士
試
験
に

合
格
。
平
成
最
後
の
合
格
者
・

令
和
最
初
の
技
術
士
（
建
設
部

門
）
と
な
り
ま
し
た
。
文
系
出

身
は
珍
し
く
、
経
歴
に
驚
か
れ

ま
す
。

技
術
士
制
度
の
認
知
度
向
上
、

文
系
出
身
者
の
受
験
支
援
を
志 （高四十二）

佐藤　剛

発
行
人

会
　
長 

岩
堀

 

弘
明

事
務
局
長 

加
島

 

篤
人

事
務
局 

川
越
市
六
軒
町
一
─

三
─

十

題
字 

吉
沢
翠
亭（
義
和
）

印
刷 

（株）
櫻
井
印
刷
所

（高十七）

山崎　榮
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川
越
明
信
館
の
位
置

幕
末
の
頃
よ
り
直
心
影
流
剣

術
道
場
が
喜
多
町
広
済
寺
附
近

に
あ
り
、
明
治
初
年
に
川
越
市

役
所
北
側
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
入
間
郡
役
所
の
拡
張
工

事
の
た
め
、
郭

町
一
丁
目
（
現

在
川
越
小
学
校

体
育
館
）
に
再

移
築
さ
れ
ま
し

た
。戦

前
戦
後
を

通
じ
て
多
く
の

剣
士
を
輩
出
し

ま
し
た
。
こ
の

明
信
館
は
、
川

越
高
校
と
も
深

い
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
し
た
。

明
信
館
は

昭
和
四
十
八

（
一
九
七
三
）

年
川
越
市
の
敷
地
に
建
物
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
解
体
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
石
碑
の
み

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
川
越
高
校
と
の
、
つ
な

が
り
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

道
場
の
作
り

道
場
は
木
造
平
家
で
建
て
ら

れ
て
お
り
、
玄
関
入
口
右
に
古

色
蒼
然
た
る
、
川
越
明
信
館
間

中
道
場
の
看
板
が
取
り
付
け
ら

れ
て
お
り
、
入
口
右
側
は
の
ぞ

き
窓
で
無
双
窓
と
い
う
二
枚
の

板
が
互
い
ち
が
い
に
開
閉
出
来

る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

入
る
と
一
段
と
高
く
な
っ
て
、

着
衣
着
道
具
の
場
所
で
あ
り
、

こ
の
す
ぐ
下
が
少
し
低
く
な
っ

て
剣
道
場
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
奥
は
左
に
一
坪
半
ぐ
ら

い
が
師
範
席
で
段
位
の
高
い
方

が
着
席
し
て
指
導
に
当
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
右
の
畳
の
処
に
は
間
中

先
生
の
奥
様
が
い
て
、
剣
道
終

了
時
に
お
茶
な
ぞ
を
出
し
て
く

れ
ま
し
た
。

道
場
の
側
壁
に
は
道
具
入
の

棚
が
あ
り
そ
の
上
に
は
、
門
弟

の
方
々
の
段
記
名
の
札
が
不
明

瞭
な
が
ら
相
当
掲
げ
ら
れ
て
あ

り
ま
し
た
。

明
信
館
に
つ
い
て

近
代
の
剣
聖
と
称
さ
れ
る
高

野
佐
三
郎
は
、
郷
里
秩
父
明
信

館
に
帰
っ
て
父
の
道
場
を
再
興

し
、
浦
和
に
も
道
場
を
開
き
ま

し
た
。
こ
の
明
信
館
の
支
部
が

関
東
地
方
中
心
に
三
十
九
支
部

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

明
信
館
は
高
野
佐
三
郎
先
生

の
提
唱
さ
れ
た
一
流
一
派
に

こ
だ
わ
ら
な
い
明
信
館
運
動

に
共
鳴
さ
れ
た
、
阿
部
親
昵

先
生
に
よ
り
、
明
治
二
十
八

（
一
八
九
五
）
年
、
川
越
明
信

館
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

二
人
の
間
中
先
生

三
代
目
の
館
長
は
間
中
龍
吉
。

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

六
五
歳
の
時
に
招
か
れ
て
川
越

の
館
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

龍
吉
は
明
治
三
十
四

（
一
九
〇
一
）
年
か
ら
川
越
中

学
校
武
道
教
師
も
務
め
て
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
四
代
目
館
長
が
龍

吉
館
長
の
長
男
で
明
治
十
八

（
一
八
八
五
）
年
生
ま
れ
、
範

士
七
段
の
間
中
鹿
太
郎
で
す
。

剣
道
の
経
歴
を
記
す
と

明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）

年　

浦
和
町
明
信
館
長
高
野
佐

三
郎
先
生
膝
下
に
あ
り
剣
道
修

行
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）

年　

武
術
研
究
所
長
高
野
佐
三

郎
先
生
よ
り
剣
法
得
証
書
授
与

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年　

埼
玉
県
立
川
越
中
学
校
武
術
教

師
委
嘱

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年　

中
等
学
校
教
員
剣
道
科
講
習
会

に
於
て
学
科
課
程
終
了

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年　

埼
玉
県
立
工
業
学
校
武
術
教
師

兼
務
委
嘱

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年　

剣
道
精
錬
証
受
与
、
大
日
本
武

徳
会
総
裁

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年　

埼
玉
県
立
蚕
業
学
校
武
術
教
師

兼
嘱大

正
十
（
一
九
二
一
）
年　

川
越
警
察
署
武
術
教
授
委
嘱

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

年　

川
越
商
業
学
校
武
術
教
師

兼
務
委
嘱

武
術
専
任
の
教
師
と
し
て
、

川
越
市
内
の
各
学
校
で
も
指
導

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時

埼
玉
県
西
部
地
域
で
最
も
大
き

な
剣
道
場
の
館
長
と
し
て
、
北

村
博
学
先
生
を
は
じ
め
多
く
の

門
人
を
育
て
ま
し
た
。

喜
寿
を
祝
う
剣
道
大
会

川
越
高
校
と
の
関
わ
り
と
し

て
、
戦
後
の
川
越
に
於
け
る

大
き
な
剣
道
大
会
で
、
昭
和

三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
、
川

越
高
等
学
校
体
育
館
で
行
な
わ

れ
た
埼
玉
県
剣
道
大
会
並
び
に

間
中
先
生
喜
寿
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
先
生
の
喜
寿
の
大
会
が

行
な
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
北
村

博
学
先
生
を
中
心
に
数
多
く
の

門
弟
が
骨
身
を
お
し
ま
ず
働
き
、

県
下
剣
道
大
会
と
銘
打
っ
て
立

派
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
翌
年
先
生
は
静
か
に
息
を

引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

川
中
生
と
の
つ
な
が
り
を
座

談
会
の
中
か
ら
抜
粋

座
談
会
が
行
わ
れ
た
の
は
昭

和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
司

会
の
藤
田
信
明
氏
（
元
川
越
市

助
役
）
に
答
え
た
中
嶋
直
二

（
元
東
洋
大
学
教
授
）
氏
の
対

談
か
ら

中
嶋　

川
越
の
剣
道
界
を
語

る
時
に
真
先
に
挙
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
間
中
鹿
太
郎
先

生
で
す
。
私
は
大
正
十
二
年
に

川
越
中
学
に
入
学
初
め
て
剣
道

を
間
中
先
生
に
教
わ
り
ま
し
た
。

先
生
の
剣
道
の
技
術
・
人
格

は
私
を
剣
道
の
虜
に
し
て
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
川
中
時
代
の

剣
道
の
思
い
出
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
訳
で
す
が
特
に
私
に
と
り
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、

埼
玉
学
生
誘
接
会
と
旧
制
水
戸

高
校
主
催
の
関
東
大
会
で
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
私
の

多
感
な
中
学
時
代
、
間
中
先
生

の
影
響
を
強
く
受
け
、
剣
道
で

身
を
立
て
よ
う
と
決
心
し
、
東

京
師
範
学
校
（
筑
波
大
の
前

身
）
へ
進
学
し
た
訳
で
す
。

そ
の
当
時
、
川
中
か
ら
東
京

高
師
へ
進
ん
だ
人
は
、
学
年
順

に
申
し
ま
す
と
、
平
川
龍
夫
・

鈴
木
玄
・
中
嶋
直
二
・
三
宅
俊

三
・
高
橋
一
郎
ら
の
人
達
で
す
。

当
時
の
高
師
剣
道
科
主
任
教

授
は
高
野
佐
三
郎
先
生
で
、
先

生
か
ら
は
専
門
家
と
し
て
の
厳

し
い
修
業
、
い
ろ
い
ろ
な
教
え

を
受
け
た
訳
で
、
今
こ
こ
で
そ

れ
を
語
れ
と
言
わ
れ
ま
し
て
も
、

到
底
時
開
か
足
り
ま
せ
ん
。
た

だ
一
つ
今
で
も
頭
に
こ
び
り
つ

い
て
い
る
の
は
、
「
剣
道
は
倦

ま
ず
た
ゆ
ま
ず
、
剣
道
は
一
生

の
仕
事
で
す
」
と
私
達
に
さ
と

さ
れ
た
先
生
の
言
葉
で
す
。

私
は
昭
和
八
年
高
師
卒
業
以

来
、
東
洋
大
学
の
教
授
を
定
年

で
や
め
る
ま
で
、
四
十
七
年
間

学
校
剣
道
指
導
者
と
し
て
過
ご

し
た
訳
で
す
が
、
そ
の
間
幸
い

に
し
て
大
過
な
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
特
に
中
学
時
代
に
教

え
を
受
け
た
間
中
先
生
の
影
響

が
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
う

の
で
す
。
先
生
は
誠
心
誠
意
、

誠
の
心
を
以
て
弟
子
達
を
導
か

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
今

後
生
命
の
あ
る
限
り
川
越
の
剣

道
、
間
中
流
を
皆
様
と
一
緒
に

稽
古
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

藤
田　

た
だ
今
の
お
話
に
よ

り
ま
す
と
、
中
嶋
先
生
は
間
中

先
生
の
薫
陶
に
よ
り
剣
道
を
以

て
身
を
立
て
よ
う
と
決
心
さ
れ

実
践
さ
れ
た
訳
で
す
が
、
先
生

同
様
に
剣
道
を
以
て
身
を
立
て

ら
れ
た
先
輩
・
後
輩
に
は
、
ど

の
よ
う
な
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

か
。中

嶋　

一
番
先
輩
は
平
川
龍

夫
先
輩
で
、
川
中
か
ら
高
師
へ

進
み
、
和
歌
山
師
範
を
始
め
当

時
の
中
学
・
師
範
の
先
生
を
永

年
続
け
ら
れ
た
方
で
す
。

鈴
木
玄
君
は
、
中
学
時
代
か

ら
非
常
に
真
面
目
な
人
柄
で
、

高
師
卒
業
後
、
長
野
師
範
の
先

生
を
長
く
勤
め
、
後
に
四
国
の

予
科
練
の
教
官
と
な
り
、
応
召

さ
れ
て
戦
地
で
病
死
さ
れ
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
、
三
宅
俊
三
君
は

や
は
り
高
師
卒
業
以
来
長
く
教

職
に
あ
り
ま
し
た
が
、
埼
玉
県

に
帰
っ
て
か
ら
川
口
市
の
助
役

を
さ
れ
、
今
は
岩
槻
に
元
気
で

お
く
ら
し
で
す
。

高
橋
一
郎
君
は
、
私
よ
り
三

年
後
に
高
師
へ
入
学
し
、
一
緒

に
寄
宿
舎
生
活
も
し
た
の
で
す

が
、
遠
野
中
学
に
奉
職
さ
れ
ま

し
た
。

川
越
市
剣
道
連
盟

創
立
三
十
周
年
記
念
誌
か
ら

抜
粋

川
越
明
信
館
館
長

間
中
先
生
と
旧
制
川
越
中
学

在りし日の川越明信館

間中鹿太郎先生

現在の明信館跡と石碑
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川
越
明
信
館
の
位
置

幕
末
の
頃
よ
り
直
心
影
流
剣

術
道
場
が
喜
多
町
広
済
寺
附
近

に
あ
り
、
明
治
初
年
に
川
越
市

役
所
北
側
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
入
間
郡
役
所
の
拡
張
工

事
の
た
め
、
郭

町
一
丁
目
（
現

在
川
越
小
学
校

体
育
館
）
に
再

移
築
さ
れ
ま
し

た
。戦

前
戦
後
を

通
じ
て
多
く
の

剣
士
を
輩
出
し

ま
し
た
。
こ
の

明
信
館
は
、
川

越
高
校
と
も
深

い
つ
な
が
り
が

あ
り
ま
し
た
。

明
信
館
は

昭
和
四
十
八

（
一
九
七
三
）

年
川
越
市
の
敷
地
に
建
物
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
解
体
さ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
石
碑
の
み

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
川
越
高
校
と
の
、
つ
な

が
り
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

道
場
の
作
り

道
場
は
木
造
平
家
で
建
て
ら

れ
て
お
り
、
玄
関
入
口
右
に
古

色
蒼
然
た
る
、
川
越
明
信
館
間

中
道
場
の
看
板
が
取
り
付
け
ら

れ
て
お
り
、
入
口
右
側
は
の
ぞ

き
窓
で
無
双
窓
と
い
う
二
枚
の

板
が
互
い
ち
が
い
に
開
閉
出
来

る
仕
組
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

入
る
と
一
段
と
高
く
な
っ
て
、

着
衣
着
道
具
の
場
所
で
あ
り
、

こ
の
す
ぐ
下
が
少
し
低
く
な
っ

て
剣
道
場
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
奥
は
左
に
一
坪
半
ぐ
ら

い
が
師
範
席
で
段
位
の
高
い
方

が
着
席
し
て
指
導
に
当
っ
て
い

ま
し
た
。

そ
の
右
の
畳
の
処
に
は
間
中

先
生
の
奥
様
が
い
て
、
剣
道
終

了
時
に
お
茶
な
ぞ
を
出
し
て
く

れ
ま
し
た
。

道
場
の
側
壁
に
は
道
具
入
の

棚
が
あ
り
そ
の
上
に
は
、
門
弟

の
方
々
の
段
記
名
の
札
が
不
明

瞭
な
が
ら
相
当
掲
げ
ら
れ
て
あ

り
ま
し
た
。

明
信
館
に
つ
い
て

近
代
の
剣
聖
と
称
さ
れ
る
高

野
佐
三
郎
は
、
郷
里
秩
父
明
信

館
に
帰
っ
て
父
の
道
場
を
再
興

し
、
浦
和
に
も
道
場
を
開
き
ま

し
た
。
こ
の
明
信
館
の
支
部
が

関
東
地
方
中
心
に
三
十
九
支
部

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

明
信
館
は
高
野
佐
三
郎
先
生

の
提
唱
さ
れ
た
一
流
一
派
に

こ
だ
わ
ら
な
い
明
信
館
運
動

に
共
鳴
さ
れ
た
、
阿
部
親
昵

先
生
に
よ
り
、
明
治
二
十
八

（
一
八
九
五
）
年
、
川
越
明
信

館
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

二
人
の
間
中
先
生

三
代
目
の
館
長
は
間
中
龍
吉
。

明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年

六
五
歳
の
時
に
招
か
れ
て
川
越

の
館
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

龍
吉
は
明
治
三
十
四

（
一
九
〇
一
）
年
か
ら
川
越
中

学
校
武
道
教
師
も
務
め
て
い
ま

し
た
。

そ
し
て
、
四
代
目
館
長
が
龍

吉
館
長
の
長
男
で
明
治
十
八

（
一
八
八
五
）
年
生
ま
れ
、
範

士
七
段
の
間
中
鹿
太
郎
で
す
。

剣
道
の
経
歴
を
記
す
と

明
治
三
十
四
（
一
九
〇
一
）

年　

浦
和
町
明
信
館
長
高
野
佐

三
郎
先
生
膝
下
に
あ
り
剣
道
修

行
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）

年　

武
術
研
究
所
長
高
野
佐
三

郎
先
生
よ
り
剣
法
得
証
書
授
与

大
正
二
（
一
九
一
三
）
年　

埼
玉
県
立
川
越
中
学
校
武
術
教

師
委
嘱

大
正
五
（
一
九
一
六
）
年　

中
等
学
校
教
員
剣
道
科
講
習
会

に
於
て
学
科
課
程
終
了

大
正
八
（
一
九
一
九
）
年　

埼
玉
県
立
工
業
学
校
武
術
教
師

兼
務
委
嘱

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年　

剣
道
精
錬
証
受
与
、
大
日
本
武

徳
会
総
裁

大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年　

埼
玉
県
立
蚕
業
学
校
武
術
教
師

兼
嘱大

正
十
（
一
九
二
一
）
年　

川
越
警
察
署
武
術
教
授
委
嘱

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

年　

川
越
商
業
学
校
武
術
教
師

兼
務
委
嘱

武
術
専
任
の
教
師
と
し
て
、

川
越
市
内
の
各
学
校
で
も
指
導

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時

埼
玉
県
西
部
地
域
で
最
も
大
き

な
剣
道
場
の
館
長
と
し
て
、
北

村
博
学
先
生
を
は
じ
め
多
く
の

門
人
を
育
て
ま
し
た
。

喜
寿
を
祝
う
剣
道
大
会

川
越
高
校
と
の
関
わ
り
と
し

て
、
戦
後
の
川
越
に
於
け
る

大
き
な
剣
道
大
会
で
、
昭
和

三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
、
川

越
高
等
学
校
体
育
館
で
行
な
わ

れ
た
埼
玉
県
剣
道
大
会
並
び
に

間
中
先
生
喜
寿
祝
賀
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
先
生
の
喜
寿
の
大
会
が

行
な
わ
れ
る
に
あ
た
り
、
北
村

博
学
先
生
を
中
心
に
数
多
く
の

門
弟
が
骨
身
を
お
し
ま
ず
働
き
、

県
下
剣
道
大
会
と
銘
打
っ
て
立

派
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
翌
年
先
生
は
静
か
に
息
を

引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

川
中
生
と
の
つ
な
が
り
を
座

談
会
の
中
か
ら
抜
粋

座
談
会
が
行
わ
れ
た
の
は
昭

和
六
十
二
（
一
九
八
七
）
年
司

会
の
藤
田
信
明
氏
（
元
川
越
市

助
役
）
に
答
え
た
中
嶋
直
二

（
元
東
洋
大
学
教
授
）
氏
の
対

談
か
ら

中
嶋　

川
越
の
剣
道
界
を
語

る
時
に
真
先
に
挙
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
が
間
中
鹿
太
郎
先

生
で
す
。
私
は
大
正
十
二
年
に

川
越
中
学
に
入
学
初
め
て
剣
道

を
間
中
先
生
に
教
わ
り
ま
し
た
。

先
生
の
剣
道
の
技
術
・
人
格

は
私
を
剣
道
の
虜
に
し
て
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
川
中
時
代
の

剣
道
の
思
い
出
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
訳
で
す
が
特
に
私
に
と
り
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、

埼
玉
学
生
誘
接
会
と
旧
制
水
戸

高
校
主
催
の
関
東
大
会
で
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
私
の

多
感
な
中
学
時
代
、
間
中
先
生

の
影
響
を
強
く
受
け
、
剣
道
で

身
を
立
て
よ
う
と
決
心
し
、
東

京
師
範
学
校
（
筑
波
大
の
前

身
）
へ
進
学
し
た
訳
で
す
。

そ
の
当
時
、
川
中
か
ら
東
京

高
師
へ
進
ん
だ
人
は
、
学
年
順

に
申
し
ま
す
と
、
平
川
龍
夫
・

鈴
木
玄
・
中
嶋
直
二
・
三
宅
俊

三
・
高
橋
一
郎
ら
の
人
達
で
す
。

当
時
の
高
師
剣
道
科
主
任
教

授
は
高
野
佐
三
郎
先
生
で
、
先

生
か
ら
は
専
門
家
と
し
て
の
厳

し
い
修
業
、
い
ろ
い
ろ
な
教
え

を
受
け
た
訳
で
、
今
こ
こ
で
そ

れ
を
語
れ
と
言
わ
れ
ま
し
て
も
、

到
底
時
開
か
足
り
ま
せ
ん
。
た

だ
一
つ
今
で
も
頭
に
こ
び
り
つ

い
て
い
る
の
は
、
「
剣
道
は
倦

ま
ず
た
ゆ
ま
ず
、
剣
道
は
一
生

の
仕
事
で
す
」
と
私
達
に
さ
と

さ
れ
た
先
生
の
言
葉
で
す
。

私
は
昭
和
八
年
高
師
卒
業
以

来
、
東
洋
大
学
の
教
授
を
定
年

で
や
め
る
ま
で
、
四
十
七
年
間

学
校
剣
道
指
導
者
と
し
て
過
ご

し
た
訳
で
す
が
、
そ
の
間
幸
い

に
し
て
大
過
な
く
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
特
に
中
学
時
代
に
教

え
を
受
け
た
間
中
先
生
の
影
響

が
非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
う

の
で
す
。
先
生
は
誠
心
誠
意
、

誠
の
心
を
以
て
弟
子
達
を
導
か

れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
今

後
生
命
の
あ
る
限
り
川
越
の
剣

道
、
間
中
流
を
皆
様
と
一
緒
に

稽
古
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

藤
田　

た
だ
今
の
お
話
に
よ

り
ま
す
と
、
中
嶋
先
生
は
間
中

先
生
の
薫
陶
に
よ
り
剣
道
を
以

て
身
を
立
て
よ
う
と
決
心
さ
れ

実
践
さ
れ
た
訳
で
す
が
、
先
生

同
様
に
剣
道
を
以
て
身
を
立
て

ら
れ
た
先
輩
・
後
輩
に
は
、
ど

の
よ
う
な
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

か
。中

嶋　

一
番
先
輩
は
平
川
龍

夫
先
輩
で
、
川
中
か
ら
高
師
へ

進
み
、
和
歌
山
師
範
を
始
め
当

時
の
中
学
・
師
範
の
先
生
を
永

年
続
け
ら
れ
た
方
で
す
。

鈴
木
玄
君
は
、
中
学
時
代
か

ら
非
常
に
真
面
目
な
人
柄
で
、

高
師
卒
業
後
、
長
野
師
範
の
先

生
を
長
く
勤
め
、
後
に
四
国
の

予
科
練
の
教
官
と
な
り
、
応
召

さ
れ
て
戦
地
で
病
死
さ
れ
ま
し

た
。そ

れ
か
ら
、
三
宅
俊
三
君
は

や
は
り
高
師
卒
業
以
来
長
く
教

職
に
あ
り
ま
し
た
が
、
埼
玉
県

に
帰
っ
て
か
ら
川
口
市
の
助
役

を
さ
れ
、
今
は
岩
槻
に
元
気
で

お
く
ら
し
で
す
。

高
橋
一
郎
君
は
、
私
よ
り
三

年
後
に
高
師
へ
入
学
し
、
一
緒

に
寄
宿
舎
生
活
も
し
た
の
で
す

が
、
遠
野
中
学
に
奉
職
さ
れ
ま

し
た
。

川
越
市
剣
道
連
盟

創
立
三
十
周
年
記
念
誌
か
ら

抜
粋

川
越
明
信
館
館
長

間
中
先
生
と
旧
制
川
越
中
学

在りし日の川越明信館

間中鹿太郎先生

現在の明信館跡と石碑
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高
二
十
七
回
）

雁
の
記

川

越

散

策

日

記

荒
牧 

澄
多

中
央
公
民
館
分
室

今
回
は
、
平
成
三
十
一
年

（
二
〇
一
九
）
三
月
末
に
老
朽

化
に
よ
り
閉
館
し
た
、
中
央
公

民
館
分
室
を
覗
い
て
見
ま
し
ょ

う
。所

在
地
は
六
軒
町
二
丁
目
、

と
い
う
よ
り
は
蓮
馨
寺
の
西
、

仲
町
か
ら
日
高
県
道
へ
抜
け
る

南
北
の
通
り
で
あ
る
大
工
町
と

云
っ
た
方
が
分
か
り
や
す
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
は
、
大

工
職
人
が
起
こ
し
た
町
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
江
戸
時
代
に

は
武
家
地
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
為
、
比
較
的
広
い
敷
地
が

多
い
通
り
で
す
。
ま
た
、
武
家

地
だ
っ
た
為
、
町
家
建
築
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。

中
央
公
民
館
分
室
は
、
昭
和

五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
修

繕
工
事
が
行
わ
れ
、
開
館
し
ま

し
た
。

さ
て
、
そ
の
前
は
と
い
う
と
、

山
吉
さ
ん
の
別
邸
で
す
。

山
吉
さ
ん
と
は
、
山
田
屋
渡

辺
吉
右
衛
門
。
一
番
街
の
保
刈

歯
科
医
院
と
な
っ
て
い
る
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階
建
て

の
ビ
ル
を
建
て
た
方
で
す
。
ち

な
み
に
、
こ
の
ビ
ル
の
設
計
は
、

第
一
回
で
取
り
上
げ
た
重
要
文

化
財
旧
山
崎
家
別
邸
を
設
計
し

た
保
岡
勝
也
で
す
。

こ
の
分
室
の
建
物
は
、
東
京

三
田
に
あ
っ
た
久
松
定さ
だ
こ
と模
伯
爵

邸
を
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）

に
小
泉
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ
ィ

オ
・
ハ
ー
ン
）
（
一
八
五
〇
〜

一
九
〇
四
）
の
長
男
一
雄
氏

（
一
八
九
三
〜
一
九
六
五
）
が

譲
り
受
け
、
三
橋
村
（
現
さ
い

た
ま
市
大
宮
区
、
西
区
）
に
移

築
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
家
で

一
雄
氏
は
、
八
雲
の
形
見
の
机

に
向
か
い
、
父
へ
の
憶
い
を
綴

っ
た
「
思
い
出
の
記
」
を
執
筆

し
た
と
の
こ
と
で
す
。

後
年
、
一
雄
氏
の
ご
子
息
が

こ
こ
を
訪
れ
た
時
、
奥
の
十
畳

の
書
院
に
向
か
っ
て
執
筆
し
て

い
た
父
親
の
姿
を
、
な
つ
か
し

そ
う
に
お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
四
年
に
山

吉
さ
ん
が
現
在
地
に
再
度
移
築

し
別
邸
と
し
て
使
っ
て
き
ま
し

た
が
、
縁
あ
っ
て
川
越
市
が
購

入
、
中
央
公
民
館
分
室
と
し
て

活
用
し
て
き
ま
し
た
。
な
お
、

十
畳
間
の
天
井
板
は
解
体
せ
ず
、

そ
の
ま
ま
荷
車
に
載
せ
て
持
っ

て
き
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
伯
爵
邸
に
し
て

は
、
小
さ
す
ぎ
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
お
そ
ら
く
、
解
体
さ
れ

た
材
料
を
い
た
だ
き
、
再
度
組

み
合
わ
せ
て
今
の
間
取
り
に
し

た
も
の
で
し
ょ
う
。
十
畳
間
の

設
え
に
、
そ
の
一
端
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

通
り
に
面
し
て
は
、
木
造
の

門
と
柘
植
の
生
け
垣
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
門
は
、
腕
木
門

と
い
う
形
式
で
、
武
家
屋
敷
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
新
た
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。
武
家
屋
敷
の

門
の
多
く
は
開
き
戸
で
す
が
、

公
民
館
と
し
て
の
利
便
性
を
考

え
引
き
戸
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
来
の
屋
根
構
造
は
、
天

井
裏
に
も
う
一
段
構
造
を
つ
く

り
厚
み
を
持
た
せ
ま
す
が
、
予

算
の
関
係
で
一
重
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
生
け
垣
は
、
川

越
の
武
家
屋
敷
で
は
枳
殻
が
一

般
的
で
す
が
、
さ
す
が
に
棘
が

危
な
い
た
め
、
柘
植
に
し
て
い

ま
す
。

門
か
ら
玄
関
ま
で
の
雁
行
し

な
が
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
改

修
工
事
に
併
せ
て
設
え
た
も
の

で
す
。
武
家
屋
敷
ら
し
く
、
直

線
的
に
玄
関
に
辿
り
つ
け
な
い

よ
う
に
と
、
わ
ざ
と
屈
曲
さ
せ

て
い
ま
す
。

門
を
入
っ
た
足
元
に
は
、
鍛

鉄
製
の
小
さ
な
自
転
車
の
オ
ブ

ジ
ェ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
第
十
一
号
で
取
り
上
げ

た
川
越
駅
東
口
の
鍛
鉄
の
オ
ブ

ジ
ェ
を
制
作
し
た
小
峯
貴
芳
氏

の
作
品
で
す
。
自
転
車
置
場
の

切
妻
屋
根
や
竪
格
子
風
の
デ
ザ

イ
ン
は
、
従
者
の
控
え
所
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

な
ぜ
、
知
っ
て
い
る
か
で
す

っ
て
？
そ
れ
は
、
・
・
・
・
・
。

参
考　

川
越
市
発
行
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
必
須
の
要
素

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
川
越
初
雁
会
も
澤
田
さ
ん
が
中
心
に
な
っ

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
、
管
理
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

更
に
、
会
員
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
か
ら
六
名
の
新
入
会
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
会
員
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す

最
近
の
新
聞
記
事
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。
記
事
の
内
容
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
の
際
に
生
じ
た
、
混
乱
の

八
回
生
の
水
村
で
す
。
こ
の

度
、
同
輩
の
岩
堀
・
堅
木
両
君

の
誘
い
を
受
け
て
入
会
の
機
会

を
得
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
校
に
三
十
七
年

間
お
世
話
に
な
り
、
居
住
す
る

日
高
と
同
等
の
知
己
を
得
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
更
に
御
縁
が
結

べ
て
、
嬉
し
こ
と
で
す
。

八
十
三
歳
に
な
り
、
残
り
少

な
い
時
間
を
如
何
に
楽
し
む
か
。

今
は
、
誘
い
は
全
て
受
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
ゴ
ル

フ
は
断
り
ま
せ
ん
。
横
好
き
と

家
族
に
揶
揄
さ
れ
て
も
く
じ
け

ま
せ
ん
。
雪
と
雷
以
外
は
必
ず

プ
レ
イ
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
全
て

に
と
ろ
い
で
す
が
、
新
人
と
し

て
、
仲
間
に
入
れ
で
く
だ
さ
い
。

名
誉
あ
る
川
越
初
雁
会
会
員

の
メ
ン
バ
ー
に
成
れ
た
こ
と
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

体
調
が
芳
し
く
な
い
た
め
に

執
筆
を
遠
慮
さ
せ
て
下
さ
い
と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

関
口
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

掲
載
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

中
で
見
え
た
、
情
報
格
差
が
健

康
格
差
に
繋
が
る
と
言
う
事
で

す
。数

年
前
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ

た
調
査
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
う
機
会
が
無
い
方
は
医
療

情
報
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

治
療
が
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が

非
常
に
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
情
報
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
だ

け
に
頼
っ
て
い
る
と
リ
ス
ク
が

生
ま
れ
る
」「
本
当
に
必
要
な

情
報
は
自
分
で
取
り
に
行
か
な

い
と
得
ら
れ
な
い
」「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
で
き
る
高
齢
者

が
増
え
て
欲
し
い
」
と
言
う
事

で
し
た
。

出
前
パ
ソ
コ
ン
教
室

事
務
局
で
は
出
前
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
連

絡
を
頂
け
れ
ば
、
指
定
の
日
時

に
指
定
の
場
所
に
伺
い
基
本
的

な
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
お
教

え
し
ま
す
。

是
非
参
加
し
て
学
習
し
、
離

れ
た
所
に
住
む
人
た
ち
と
の

メ
ー
ル
の
遣
り
取
り
な
ど
に
利

用
し
て
下
さ
い
。

（
高
十
七
）

澤
田　

正

情
報
格
差
は
医
療
格
差
に

（
高
十
一
）

関
口　

洋
介

新
入
会
員
紹
介

（高八）

水村　博美

武家屋敷風の門と生け垣

自転車置場と鍛鉄のオブジェ

奥武蔵ひなげしの丘
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）
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末
に
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化
に
よ
り
閉
館
し
た
、
中
央
公

民
館
分
室
を
覗
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て
見
ま
し
ょ

う
。所

在
地
は
六
軒
町
二
丁
目
、

と
い
う
よ
り
は
蓮
馨
寺
の
西
、

仲
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ら
日
高
県
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抜
け
る

南
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の
通
り
で
あ
る
大
工
町
と

云
っ
た
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が
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も
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せ
ん
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こ
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、
大

工
職
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が
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し
た
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と
言
わ
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て
い
ま
す
が
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江
戸
時
代
に

は
武
家
地
に
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て
い
ま
し
た
。

そ
の
為
、
比
較
的
広
い
敷
地
が

多
い
通
り
で
す
。
ま
た
、
武
家

地
だ
っ
た
為
、
町
家
建
築
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。

中
央
公
民
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分
室
は
、
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和

五
十
七
年
（
一
九
八
二
）
に
修

繕
工
事
が
行
わ
れ
、
開
館
し
ま

し
た
。
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て
、
そ
の
前
は
と
い
う
と
、

山
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ん
の
別
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で
す
。
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ん
と
は
、
山
田
屋
渡
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衛
門
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の
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刈

歯
科
医
院
と
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る
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筋
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ン
ク
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造
り
三
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建
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の
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を
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方
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す
。
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こ
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第
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げ
た
重
要
文

化
財
旧
山
崎
家
別
邸
を
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た
保
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勝
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す
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お
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間
の
天
井
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解
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、
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ま
ま
荷
車
に
載
せ
て
持
っ

て
き
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
伯
爵
邸
に
し
て

は
、
小
さ
す
ぎ
る
と
思
い
ま
せ

ん
か
。
お
そ
ら
く
、
解
体
さ
れ

た
材
料
を
い
た
だ
き
、
再
度
組

み
合
わ
せ
て
今
の
間
取
り
に
し

た
も
の
で
し
ょ
う
。
十
畳
間
の

設
え
に
、
そ
の
一
端
を
感
じ
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

通
り
に
面
し
て
は
、
木
造
の

門
と
柘
植
の
生
け
垣
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
門
は
、
腕
木
門

と
い
う
形
式
で
、
武
家
屋
敷
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
新
た
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。
武
家
屋
敷
の

門
の
多
く
は
開
き
戸
で
す
が
、

公
民
館
と
し
て
の
利
便
性
を
考

え
引
き
戸
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
来
の
屋
根
構
造
は
、
天

井
裏
に
も
う
一
段
構
造
を
つ
く

り
厚
み
を
持
た
せ
ま
す
が
、
予

算
の
関
係
で
一
重
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
生
け
垣
は
、
川

越
の
武
家
屋
敷
で
は
枳
殻
が
一

般
的
で
す
が
、
さ
す
が
に
棘
が

危
な
い
た
め
、
柘
植
に
し
て
い

ま
す
。

門
か
ら
玄
関
ま
で
の
雁
行
し

な
が
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
、
改

修
工
事
に
併
せ
て
設
え
た
も
の

で
す
。
武
家
屋
敷
ら
し
く
、
直

線
的
に
玄
関
に
辿
り
つ
け
な
い

よ
う
に
と
、
わ
ざ
と
屈
曲
さ
せ

て
い
ま
す
。

門
を
入
っ
た
足
元
に
は
、
鍛

鉄
製
の
小
さ
な
自
転
車
の
オ
ブ

ジ
ェ
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
第
十
一
号
で
取
り
上
げ

た
川
越
駅
東
口
の
鍛
鉄
の
オ
ブ

ジ
ェ
を
制
作
し
た
小
峯
貴
芳
氏

の
作
品
で
す
。
自
転
車
置
場
の

切
妻
屋
根
や
竪
格
子
風
の
デ
ザ

イ
ン
は
、
従
者
の
控
え
所
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
。

な
ぜ
、
知
っ
て
い
る
か
で
す

っ
て
？
そ
れ
は
、
・
・
・
・
・
。

参
考　

川
越
市
発
行
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
必
須
の
要
素

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
川
越
初
雁
会
も
澤
田
さ
ん
が
中
心
に
な
っ

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
、
管
理
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
今
後
も

更
に
、
会
員
に
利
用
し
て
頂
け
る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
度
か
ら
六
名
の
新
入
会
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
会
員
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す

最
近
の
新
聞
記
事
の
タ
イ
ト
ル
で
す
。
記
事
の
内
容
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
予
約
の
際
に
生
じ
た
、
混
乱
の

八
回
生
の
水
村
で
す
。
こ
の

度
、
同
輩
の
岩
堀
・
堅
木
両
君

の
誘
い
を
受
け
て
入
会
の
機
会

を
得
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
校
に
三
十
七
年

間
お
世
話
に
な
り
、
居
住
す
る

日
高
と
同
等
の
知
己
を
得
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
更
に
御
縁
が
結

べ
て
、
嬉
し
こ
と
で
す
。

八
十
三
歳
に
な
り
、
残
り
少

な
い
時
間
を
如
何
に
楽
し
む
か
。

今
は
、
誘
い
は
全
て
受
け
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
ゴ
ル

フ
は
断
り
ま
せ
ん
。
横
好
き
と

家
族
に
揶
揄
さ
れ
て
も
く
じ
け

ま
せ
ん
。
雪
と
雷
以
外
は
必
ず

プ
レ
イ
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
全
て

に
と
ろ
い
で
す
が
、
新
人
と
し

て
、
仲
間
に
入
れ
で
く
だ
さ
い
。

名
誉
あ
る
川
越
初
雁
会
会
員

の
メ
ン
バ
ー
に
成
れ
た
こ
と
楽

し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
く

れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

体
調
が
芳
し
く
な
い
た
め
に

執
筆
を
遠
慮
さ
せ
て
下
さ
い
と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

関
口
さ
ん
が
撮
影
し
た
写
真

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

掲
載
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用

中
で
見
え
た
、
情
報
格
差
が
健

康
格
差
に
繋
が
る
と
言
う
事
で

す
。数

年
前
ア
メ
リ
カ
で
行
わ
れ

た
調
査
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
う
機
会
が
無
い
方
は
医
療

情
報
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

治
療
が
手
遅
れ
に
な
る
こ
と
が

非
常
に
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

「
情
報
を
テ
レ
ビ
や
新
聞
だ

け
に
頼
っ
て
い
る
と
リ
ス
ク
が

生
ま
れ
る
」「
本
当
に
必
要
な

情
報
は
自
分
で
取
り
に
行
か
な

い
と
得
ら
れ
な
い
」「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
で
き
る
高
齢
者

が
増
え
て
欲
し
い
」
と
言
う
事

で
し
た
。

出
前
パ
ソ
コ
ン
教
室

事
務
局
で
は
出
前
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
連

絡
を
頂
け
れ
ば
、
指
定
の
日
時

に
指
定
の
場
所
に
伺
い
基
本
的

な
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を
お
教

え
し
ま
す
。

是
非
参
加
し
て
学
習
し
、
離

れ
た
所
に
住
む
人
た
ち
と
の

メ
ー
ル
の
遣
り
取
り
な
ど
に
利

用
し
て
下
さ
い
。

（
高
十
七
）

澤
田　

正

情
報
格
差
は
医
療
格
差
に

（
高
十
一
）

関
口　

洋
介

新
入
会
員
紹
介

（高八）

水村　博美

武家屋敷風の門と生け垣

自転車置場と鍛鉄のオブジェ

奥武蔵ひなげしの丘
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し
、
明
治
大
学
技
術
士
会
に
参

加
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ま
、
親
し
く
ご

指
南
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す

編
集
後
記

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
始
ま
る
と

い
う
の
に
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
未

だ
収
束
せ
ず
、
ワ
ク
チ
ン
摂
取

が
唯
一
の
頼
み
の
綱
と
い
う
状

況
で
、
広
報
委
員
会
と
し
て
集

ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
中
、
新

入
会
員
の
方
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
の
広
報
は
従
前
の
よ
う
に
、

委
員
会
と
し
て
企
画
会
議
を
開

い
て
発
行
で
き
る
こ
と
を
祈
っ

て
い
ま
す
。

事
務
局
か
ら
の
お
願
い

年
会
費
二
千
円
未
納
の
方
は
、

お
早
め
に
納
入
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

http://www.kawagoe-hatukarikai.com/

第19号

コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
新
た
な
形
で

コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て
新
た
な
形
で

役員会で冒頭の挨拶をする岩堀会長

令
和
三
年
七
月
二
十
四
日
、
川
越
高
校
図
書
館
二
階
会
議
室
に
お
い
て
、
役
員

幹
事
会
が
開
催
さ
れ
総
会
へ
む
け
て
の
各
議
案
が
討
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
在
京
初
雁
会
、
西
信
之
会
長
（
高
十
七
）
の
急
逝
（
二
月
四
日
）
の
報

を
受
け
、
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

岩
堀
会
長
の
挨
拶

昨
年
度
は
秋
の
散
策
会
の
み
実
行
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
会
を

開
く
こ
と
が
ま
ま
な
ら
ず
、
実
際
に
顔
を
つ

き
あ
わ
せ
て
、
話
し
合
う
機
会
が
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
人
と
人
の
交
流
の
場
を
設

け
、
肌
で
触
れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
元
に
戻
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

同
窓
と
い
う
よ
し
み
が
あ
る
こ
と
で
、
年

代
を
越
え
て
親
し
く
な
れ
る
こ
の
会
を
、
ぜ

ひ
利
用
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

来
年
度
の
事
業
に
つ
い
て

総
会

令
和
三
年
九
月
十
八
日

（
土
）
川
越
高
校
図
書
館
二
階

セ
ミ
ナ
ー
室
で
記
念
講
演
、
懇

親
会
な
し
で
開
催
予
定
で
す
。

講
演
会

令
和
四
年
三
月
十
九
日

（
土
）
講
師　

未
定

散
策
会

令
和
三
年
十
月
九
日
（
土
）

忠
臣
蔵
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

て
両
国
周
辺

ゴ
ル
フ
同
好
会

ゴ
ル
フ
部
会
は
秋
の
コ
ン
ペ

を
十
月
十
四
日
（
木
）
川
越
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
集
合
七

時
三
〇
分
集
合
で
行
い
ま
す
。

読
書
会

藤
沢
周
平
の
著
述
を
音
読
す

る
会
と
、
近
現
代
史
「
渋
沢
栄

会議を進行する加島事務局長

一
と
勝
海
舟
」
の
読
書
会
を

二
ヶ
月
に
一
度
ず
つ
開
催
し
て

い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

川
越
初
雁
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
、
毎
月
内
容
を
更
新
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
の
閲

覧
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

太線で囲った部分が討ち入り当時の吉良邸

赤
穂
浪
士
が
元
禄
時
代
に
討

ち
入
り
し
た
当
時
の
吉
良
上
野

介
の
屋
敷
は
、
八
千
四
百
平
米
、

大
き
す
ぎ
て
実
感
が
わ
か
な
い

の
で
例
え
る
と
、
川
越
高
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
が
す
っ
ぽ
り
入
る

程
の
大
き
さ
で
す
。

吉
良
上
野
介
が
隠
居
の
身
と

な
っ
た
時
に
、
幕
府
は
吉
良
家

に
本
所
松
坂
町
に
屋
敷
替
え
を

命
じ
ま
し
た
。
当
時
の
本
所
は

中
央
か
ら
離
れ
た
位
置
だ
っ
た

の
で
、
吉
良
上
野
介
は
、
も
は

や
幕
府
の
護
衛
の
援
助
は
期
待

で
き
な
い
と
み
て
、
独
自
に
警

備
を
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
広

大
な
敷
地
の
中
で
、
浪
士
は
良

く
上
野
介
を
見
つ
け
ら
れ
た
と

思
い
ま
す
。

現
在
は
「
本
所
松
坂
町
公

園
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
九

年
地
元
町
会
の
有
志
が
遺
跡
を

後
世
に
伝
え
よ
う
と
、
旧
邸
跡
の

一
画
を
購
入
し
史
跡
公
園
と
し
て
、 

東
京
市
に
寄
付
し
ま
し
た
。

秋
の
散
策
会
目
的
地
の
一
つ
、
吉
良
邸
紹
介

昭
和
四
五
年
に
紡
績
会
社
に

就
職
し
一
年
間
本
社
工
場
の
あ

る
福
島
で
勤
務
し
、
そ
の
後
東

京
本
部
に
転
勤
し
平
成
二
〇
年

六
月
ま
で
毎
日
朝
七
時
三
〇
分

前
後
の
川
越
発
の
東
上
線
の
満

員
電
車
の
吊
革
に
つ
か
ま
り
な

が
ら
都
内
に
通
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
せ
い
か
今
で
も
電
車

は
座
ら
ず
立
っ
て
い
る
ほ
う
が

好
き
で
す
。

退
職
後
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に

定
休
日
以
外
毎
日
通
い
、
友
人

と
の
月
一
回
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
、

年
数
回
の
ゴ
ル
フ
で
時
間
を
つ

ぶ
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ
り
こ
れ

ら
の
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
今

は
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く

な
り
、
家
庭
で
の
飲
酒
も
増
え
、

体
重
増
加
に
伴
い
健
康
診
断
の 

数
値
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が

収
ま
り
、
早
く
元
の
生
活
に
戻

れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
毎
日
で

す
。こ

れ
ま
で
同
窓
会
と
は
距
離

を
置
い
て
い
ま
し
た
が
昨
年
同

期
の
増
村
君
か
ら
読
書
サ
ロ
ン

に
誘
わ
れ
た
の
を
機
に
入
会
い

た
し
ま
し
た
。

か
つ
て
あ
る
先
輩
か
ら
、
福

沢
諭
吉
の
娘
婿
は
川
越
出
身

な
の
に
川
越
の
人
は
ほ
と
ん
ど

の
人
が
知
ら
な
い
と
い
う
話
に
、

川
越
に
住
ん
で
い
な
が
ら
情
け

な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
少

し
ず
つ
本
を
読
ん
で
い
た
と
こ

ろ
で
し
た
。

サ
ロ
ン
は
日
本
の
現
代
史
で

す
が
毎
回
新
た
に
本
を
読
む
楽

し
み
を
覚
え
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
折
し
も
コ
ロ
ナ
で
外
出
も

ま
ま
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
か （高二十）

鳥海　修一

ら
丁
度
良
い
具
合
で
し
た
。

今
、
趣
味
と
し
て
そ
ば
打
ち

を
習
っ
て
い
ま
す
。
そ
ば
打
ち

を
通
し
て
多
く
の
人
達
と
知
り

合
い
、
Ｅ
ｎ
ｊ
ｏ
ｙ
・
Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
一
筋
（
？
）
の
会
社
生

活
を
終
え
て
昨
年
フ
リ
ー
の
身

と
な
り
ま
し
た
。
仕
事
を
離
れ

た
い
ま
、
自
分
が
如
何
に
会
社

を
中
心
と
し
た
狭
い
範
囲
で
し

か
生
活
し
て
こ
な
か
っ
た
の
か

と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。幸

い
に
し
て
ゴ
ル
フ
や
ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
二
十
三

回
卒
の
同
期
生
た
ち
と
は
今
で

も
お
付
き
合
い
頂
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
お
付
き
合
い
の
度
に

「
川
越
高
校
に
学
べ
て
本
当
に

良
か
っ
た
」
と
感
じ
ま
す
。

入
会
を
機
に
同
期
だ
け
で
な （高二十三）

矢部　正信

く
川
越
地
区
の
卒
業
生
の
皆
さ

ん
と
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

国
鉄
民
営
化
と
同
じ
昭
和

六
十
二
年
四
月
に
入
学
、
在
学

中
に
元
号
が
変
わ
り
平
成
元
年

度
卒
業
の
高
四
十
二
回
・
佐
藤

剛
と
申
し
ま
す
。
明
治
大
学
政

治
経
済
学
部
に
進
学
し
、
そ
の

後
は
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に

就
職
し
ま
し
た
。

次
な
る
改
元
の
折
、
平
成

三
十
一
年
度
の
技
術
士
試
験
に

合
格
。
平
成
最
後
の
合
格
者
・

令
和
最
初
の
技
術
士
（
建
設
部

門
）
と
な
り
ま
し
た
。
文
系
出

身
は
珍
し
く
、
経
歴
に
驚
か
れ

ま
す
。

技
術
士
制
度
の
認
知
度
向
上
、

文
系
出
身
者
の
受
験
支
援
を
志 （高四十二）

佐藤　剛

発
行
人

会
　
長 

岩
堀

 

弘
明

事
務
局
長 

加
島

 

篤
人

事
務
局 

川
越
市
六
軒
町
一
─

三
─

十

題
字 

吉
沢
翠
亭（
義
和
）

印
刷 

（株）
櫻
井
印
刷
所

（高十七）

山崎　榮




